



A Study of SKINA-Washing Procedures: 




入院患者の保清の中で，身体の清潔とは，主に皮府 ・頭髪 ・ロ腟 ・爪 ・耳 ・眼などを清潔に
することである。健康であれば，皮病の機能が十分に果たせるように，自分でコントロ ールし，
身体の清潔を保っ てい る。しかし ，健康を害された状態にある人は ，疾病のために皮廂の機能
が弱っている上に患者個人で，清潔を保つことはむずかしい。そのため，誰かの援助を要する。
ここでは， 清拭について検討 してみたい。 清拭が患者の援助の中で占める割合は非常に大き








































実験 I) Skina清拭の条件を一定にするため，まず， Skinaは皮裔に塗布した後，乾燥する
までにタオルで拭き取ると説明されている。乾燥するまでの時間はどのくらいである
か測定する。また，塗布後の皮裔剌激の状態を観察する。
実験 I)---0)Skina 2 gを測り片上肢に塗布し，そのままの状態で乾燥時間を測定する。













実験Il)→①一定条件のもとに乾いたタ オルで 1回拭き取り，さらに，蒸しタオルで 2回拭 き，
皮窟反応を観察する。
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乾いたタオ ルで 1回拭いた場合 2例に皮固症状が見られた。 1例には掻痒感が 5分で見られ，

































実験N) 殺菌効果の問題について ，実験検討する。被検者 2名には前日入浴を中止 して検査
当日にそなえた。培地は血液寒天培地と普通寒天培地で行った。
結果 ：細菌培狸の結果は表(4)の通りである。 Skina清拭施行前と施行後を比較する と， 清拭
表（3) 感想と訴えの内容
ス キ ナ 清 拭 石 け ん 清拭
• サッパリして気持ち良い • 気持ちが良かった
長 • 清涼感がある • 清拭 し た実感がする
• 臭いが良い • きれいになった気がする
• 泡沫で白くな り きれいになった気がする • マ ッ サー ジ効果がある
所 • 簡単で早くできる ●満足感がある
• 爽快感がある
短
• 臭いが気になる • 時間がかかる
• 塗布時指が直接ふれて気持ち悪い • 清拭後つっぱり感がある
所















成分 ：クロルヘキ シジングル コネート 0. 1% （殺菌作用）
メイボン 4 CT 4.2% （皮腐柔軟作用）
ラノボール A 170 0.5% （泡沫作用）
ボーラワックス A-31 3.1% （ I/ ） 
変性エチルアルコール 40.0% （ ” 
精製水 51.8% （防臭作用）
香 料 0.3% 
以上の成分であるエチルアルコ ールを含有しているため， 2gを上肢に塗布後放置した場合
2分30秒，機械的刺激を加えれば 1分以内に処理する必要がある。 Skina泡沫剤による清拭に
しても，対象者により個人差があるこ とが考えられる。臭い 1つを取っても ，良いと感じる人









殺菌効果については， 2例では結論は出せない。 Skina泡沫剤で清拭したあと， 1回拭き取
った場合と， 2回拭き取った場合では， Skina泡沫剤の残醤の違いから ， 1回拭き取った場合
が細茜は少ないと仮定した。しかし，結果は乾いたタオルで拭いたあと，さらに蒸しタオルで
拭いた方が細菌の数は少なかった。
48 宇 野 恵子
中村らの実験によると，クロルヘキシジングルコネートの殺菌作用は，エチルアルコール40
％含有の場合，0.005％のもので2分30秒で黄色プ ドウ 球菌の発育が認められず殺菌効果が認め
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